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学校経営のテーマ『変えてはならないものを守るために、変えるべきものを変え続ける』

充実の２学期終了 保護者・地域の皆様ありがとうございました
今年一年、ＰＴＡ役員の皆様はじめ保護者の皆様には、本校の教育活動に多大なるご理解とご支
援、ご協力を賜り心から感謝申し上げます。お陰様で、コロナ禍による制限が徐々に緩やかになっ
てきたなか、「今、何ができるか、何をすべきか」を考え、生徒・保護者・教員の「想いを形に」し
てきたところです。修学旅行、学習旅行、緑風祭、全校レク等、無事に開催できたことを大変うれ
しく思います。また、対外的な大会やコンクール等での岩江中生の活躍に、いつも応援いただきあ
りがとうございました。
このように、子どもたちや私たち教職員が頑張れましたのは、保護者・地域の皆様のご理解とご

協力等の賜であると重ねて感謝を申し上げる次第であります。今後も、皆様とともに歩んでいきた
いと考えています。よろしくお願いいたします。

「第２学期終業式」 １２月２２日（金） （第２学期終業式あいさつより）

１年で最も長い２学期が終わろうとしています。振り返れば希に見る猛暑の中の２学期のスタートで、
始業式にみなさんにはこんな話をしました。
「２学期は新人戦や緑風祭など、これまで取り組んできた成果を発揮する機会が数多くあります。「努

力して乗り越えてきたこと」、「毎日積み重ねてきたこと」など、自信をもって力を発揮してください。」
ということ。
「行事や勉強、部活動で小さな目標をたて、その達成に向けて本気になって取り組んでください。本

気になればなるほど達成できたときは感動します。感動体験を繰り返して、自分自身をステップアップ
させてください。」ということ。
そして、「自分を大切にするだけでなく、他人に対して、自分の何気ない一言や行動で、ＳＮＳでの

やりとりで、相手を傷つけることが絶対無いようにしてください。」ということでした。
２学期８２日の間、みなさんが行った「毎日の積み重ね」、「感動体験」、「自分を・相手を大切にした」

取組でステップアップした自分がきっとあったはずです。その取組こそがみなさん１人ひとりの大きな
成長です。先生方や家族と２学期の頑張った自分を振り返り、新たな自信として次へと進んでください。
「学校行事や部活動で頑張ったことを勉強にも」、「みんなで頑張ったことを自分１人でも」、「学校で頑
張ったことはおうちでも」、と頑張りの範囲を広げてほしいと思います。
明日から冬休みです。１７日間と、夏休みに比べれば約半分の短い休みとなりますが、年が変わると

いう点では大きな節目でもあります。お正月は１年を振り返るとともに、１年間お世話になった人に感
謝し、そして、新年の目標や夢を描いてスタートしてほしいと思います。
特に３年生は、中学卒業後の目標が目前に迫っています。目標達成のために、冬休みに注意してほし

いことが２つあります。１つは気持ちを強く持つことです。合格したい！と思って学習してください。
もう１つは健康でいることです。学習するにも健康に過ごすことが大切です。年末年始の夜更かしや暴
飲暴食は体調を崩す原因になります。学校に行くときと同じように起床して、生活リズムを一定に保っ
てください。現在、インフルエンザの罹患者が増加しています。手洗い、うがい、換気など気を緩める
ことなく生活してください。自分の健康や命を守ることは、同時に大切な家族や友達の健康や命を守る
ことにも繋がります。これからも基本的な感染防止対策を心がけ、「自分を・相手を大切に」しながら、
家族とともによい年を迎えください。来年もみなさんと一緒に岩江中学校を盛り上げていきたい思って
います。３学期、また元気に会いましょう。
「全校レクリエーション」 １２月１５日（金）
クラス対抗で「綱引き」「おたまリレー」「バスケットボール」「長縄跳び」を実施しました。
２学期の締めくくりにふさわしい盛り上がりを見せました。日頃から【全力】と話していますが、各

クラス、ベストの記録を目指しての団結や応援の歓声などで【全力】を表現していました。嬉しい限り
です。皆さんの頑張りに大きな拍手を送ります。この想いを、別の場面でも発揮してほしいと思います。

１７日間の冬休みに入ります。冬休みは家で過ごす時間が長くなります。家族
と過ごす時間を大切にしてください。また、一年の終わり・年の初めという節目
を大切にするとともに、健康に留意して、事故のない冬休みを過ごしてください。




